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[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 














1) Jun Sasaki, Keizo Yamada, Michiru Tanaka and Yutaka Funyu: “Prototype Systems of Life Support Netwpork 
for Rural Living People”, Proceedings of the 19th European- Japanese Conference on Information Modeling 
and Knowledge Bases (EJC 2009), pp.369-376, Jun.2009. 
2) Jun Sasaki, Keizo Yamada, Michiru Tanaka, Hamido Fujita, Domenico M. Pisanelli, Riccardo Rasconi, Lorenza 
Tiberio and Claudio De Lazzari: “ Improving Safety and Healthy Life of Elderly People: Italian and 
Japanese Experiences”, Proceedings of the 8th International Conference on Software Methodologies, Tools 
and Techniques (SoMeT 2009), pp.585-598, Sept.2009. 
3) Katsuya Takahashi, Keizo Yamada, Jun Sasaki and Yutaka Funyu: Development of an Integrated Health 
Improvement Support System, Proceedings of the 8th International Conference on Software Methodologies, 
Tools and Techniques (SoMeT 2009), pp.608-619, Sept.2009. 
4) Jun Sasaki, Hiroaki Shimomukai, Michiru Tanaka, Gopal Kumar and Yutaka Funyu: “Development of Designed 
Q-R Code for Point-of-use Application”, Proceedings of International Conference on Information Systems 
& Software Engineering (ICISSE’09), pp.118-122, Dec. 2009. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) Jun Sasaki, Keizo Yamada and Katsuya Takahashi: “A Study on an Adaptation Model of Life Support Network 
in a RuralArea”, Workshop on Telematics and Robotics for the quality of life of the elderly, Rome CNR, 
Sept.2009.  
2) 山田敬三，高橋克弥，佐々木淳：統合型健康増進支援システム IHISS の設計と評価，情報処理学会第 140 回 マ
ルチメディア通信と分散処理研究発表会，2009.9(in CD-R). 
3) 藤田ハミド，佐々木淳，羽倉淳，槫松理樹，大道顕二郎：メンタルクローニング手法を用いたバーチャル・ドク
ター・システムの研究開発，第 48 回全国自治体病院学会（川崎市），2009/11/13． 















提案，情報処理学会第 72 回全国大会，2P-7，2010.3(in CD-ROM). 
10) 林秀樹，菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：電話を活用した自己発信型高齢者見守りシステムの規模
拡大時におけるネットワーク設計，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-4，2010.3(in CD-ROM). 
11) 菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：VoIP を用いた高齢者見守りシステムにおける音声メッセージ配
信機能の検討，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-5，2010.3(in CD-ROM). 
12) 佐々木弘介，菊池卓秀，山田敬三，佐々木淳：VoIP サーバを活用した高齢者向け地域イベント情報配信システ
ムの設計，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-6，2010.3(in CD-ROM). 
13) 馬林建矢，伊藤行生，高橋克弥，山田敬三，佐々木淳：医療機関との連携を考慮した健康プラットフォームの検
討，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZL-5，2010.3(in CD-ROM). 
14) 伊藤行生，高橋克弥，山田敬三，佐々木淳：統合型健康増進支援システム（IHISS）における在宅栄養管理機能
の開発，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZL-7，2010.3(in CD-ROM). 
15) 清水皓生，佐々木淳，山田敬三：インスタントメッセンジャーを用いた会話における半自動議事録生成システム
の提案，情報処理学会第 72 回全国大会，4ZG-4，2010.3(in CD-ROM). 
16) 陳実，山田敬三，佐々木淳：多言語対応・地域情報システムフレームワークの提案，情報処理学会第 72 回全国
大会，4ZL-1，2010.3(in CD-ROM). 
17) 伊藤紘貴，倉俣恵祐，山田敬三，佐々木淳：地域食材データベースと連携した料理情報提供システム「ぐるめサ








3) 受託研究（紫波町より）：「食育ネット」システムの利用拡大と運用方法に関する研究： 363,700 円 
4) 受託研究（株式会社 北上オフィスプラザより）：「熱間鍛造向けインライン赤外線画像処理検査装置の開発」の
うち，デュアル PC システム開発： 1,078,742 円 
2.9 情報システム構築学講座 
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5) 受託研究（株式会社 オフィス エム アンド エムより）：ウェルネスサポートシステム情報基盤に関する研
究： 477,750 円 
6) 共同研究（岩手県社会福祉協議会，株式会社イワテシガ）：「ICT を活用する高齢者安否確認見守りシステムの実
用化研究」-二次システムのプロトタイプ開発部分-：1,500,000 円 








1) AO 入試委員会 委員 
(b) 学部/研究科の委員会 
1) 学部入試実施委員会 委員長 
2) 学部 AO 入試実施委員会 委員 
3） 学部入試部会 幹事会 メンバー 
3) アイーナキャンパス事業 学部担当教員，「IPU 情報システム塾」の開講 
(c) 学生支援 
1) 高校訪問（入試説明等 合計 8回） 







2) 平成 21 年度 市町村中堅職員研修 講師（岩手県市町村会） 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 社会福祉法人 青森県社会福祉協議会 ICT 活用予防型高齢者等安否確認システム開発事業検討委員会 委員（青
森県社会福祉協議会） 
2) 「熱間鍛造向けインライン赤外線画像処理検査装置の開発」推進委員会 委員 （株式会社北上オフィスプラザ）
3）（株）イグノス 取締役 
4) NTT Technical Review 外部査読委員 
(c) 一般教育 
1) アイーナキャンパス事業「IPU 情報システム塾」の企画・開催（塾長） 
(d) 産学連携 
1) 岩手県医療福祉情報化コンソーシアム「ポラーノ広場」副会長兼事務局：総会・記念講演会の開催（平成 21 年
4月 30 日，アイーナキャンパス） 
2) 第 2回いわて特許ビジネスマッチングフェアでの発表：デザイン QR コードを用いた電子投票システム（平成 22
Journal of Faculty of Software and Information Science 2009 
112 
年 2月 19 日，岩手県工業技術センター） 
3) バーチャル・ドクター・システム評価委員会の開催（平成 21 年 5月 21 日，12 月 3 日，平成 22 年 3月 4日） 
(e) 学会などにおける活動 
1) IEEE 会員 
2) 電子情報通信学会 会員 
3) 情報処理学会 会員 
4) 電気学会 会員 
5) 日本医療情報学会 会員 
6) 社会情報学会 会員 
7) 情報システム学会 会員 
8) 日本福祉介護情報学会 会員 
9) 環境情報ネットワーク研究会 会員 
10) 論文査読：IEEE Trans.（1 編），SoMeT2009（3 編）,Elsevier Knowledge-Based System（3 編），ICISSE’09（3
編），International Journal of Electronic Business(6 編) 
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1） 人工知能学会 会員 
2） 情報処理学会 会員 
(f) その他 
1)  
 
[主な業績］ 
本年度は、開発者のスキルレベルの内、プログラミング技能として、コーディングおよび、デバッ
グの技能に着目した。まず、プログラミング作業をモデル化し、コーディングにかかる時間や訂正
したバグの個数やデバッグにかかった時間などをもとに、プログラミングのスキルレベルを定式化
した。 
